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イメージ図 H25 掘削計画 
平面イメージ 

平均地下水位をベースに掘削し、 
湿性～湿潤地の植物種が生育する

場とする。 

30～40cm 程度の水深。 

新規実験地と 100m離して

掘削エリアを設定 

平均地下水位より 1m 下を基本とするが、

渇水時でも水が枯れないよう最低地下水

面 Y.P.11.4m まで掘り下げる。 

石川の河床高は Y.P.12.9m 程度 

勾配 1/5 として、セイタカ

アワダチソウの侵入面積を

小さくする。 

■池のイメージ 

第 3 調節池の湿地再生実験地 3 
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凡例 

： 多様な湿地環境 

： 裸 地 

： 浅い池 

： 深い池 

裸地 

多様な湿地環境 

水際の勾配は 1/60 とし、幅 30m
程度の浅場が形成されるように

する。 

ヤナギの侵入を防ぐために試行

的に表土の撒きだしを行う。 
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